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1.本 誌 は 、物 性 物 理 の 研 究 を共 同 で 促 進 す る た め 、研 究者 が その 研

究 意 見 を 自由 に発 表 し討 論 しあ い、 また 、 研 究 に関 連 した情 報 を速

や か に 交換 し あ うこ と を 目的 と して 、毎 月1回 編 集 ・刊 行 され ます 。

掲 載 内 容 は 、 研 究 論 文 、研 究 会 ・国 際 会 議 な どの 報 告 、 講義 ノー ト、

研 究 に 関連 した諸 問 題 にっ いて の 意 見 、 プ レ プ リ ン ト案 内 、 ニ ュ ー

ス な ど で す 。

2.本 誌 に掲 載 され る論 文 につ いて は 、原 則 と して 審 査 を行 な い ませ

ん 。但 し、 編 集 者 が本 誌 に掲載 す る こ と を著 し く不 適 当 と認 め た も

の につ い て は 、 改 訂 を求 め 、 ま た は掲 載 を拒 絶 す る こ と が あ り ます 。

3.本 誌 の 掲 載 論 文 を 他 の 学 術 雑 誌 に 引 用 す る と き は 、 著 者 の 承 諾 を

得 た 上 でprivatecommunication扱 い に し て 下 さ い 。

投 稿 規 定

1.原 稿 は400字 詰原 稿 用 紙 を使 用 し、雑 誌 のペ ー ジ数 を節 約 す るた め

に極 力簡 潔 に お 書 き下 さい 。
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6.

7

8

9.

原 稿 は2部(オ リ ジ ナ ル 原 稿 及 び コ ピ ー)提 出 して 下 さ い 。

数 式 、 記 号 の 書 き 方 はProgress,Journalの 投 稿 規 定 に 準 じ 、

ミ ス プ リ ン トが 生 じ な い よ う な処 置 を と っ て 下 さ い 。 上 ツ キ 、 下 ツ

キ 、 英 字 の 大 、 花 文 字 、 ギ リ シ ャ 文 字 、oとaと0(ゼ ロ)、uとn

とr、cとe、1(エ ル)と1(イ チ)、xと ×(カ ケ ル)、uとv等 を

赤 で 指 定 し て 下 さ い 。

数 式 は3行 に わ た っ て 大 き く書 い て 下 さい 。

1行 以 内 に お さ ま ら な い可 能 性 の あ る長 い数 式 等 は必 ず 改 行 の 際

の切 れ 目 を赤 で 指 定 して 下 さい 。

図 は その ま ま 印刷 で きる も の を原 稿 に添 え て下 さ い。 図 の縮 尺 、

拡 大 は 致 しませ ん。1頁(13×19c㎡)以 内 に入 ら な い図 、 その ま ま 印

刷 で き な い 図 は原 則 と して 著 者 に返 送 し、書 き改 め て い た だ きま す 。

図 、 表 の説 明 は別 紙 に書 き、本 文 中 に挿 入 位 置 を赤 で 明 示 して下 さ

いo

投 稿 後 の 原 稿 の 訂正 はで きる だ け さ け る よ う に して 下 さい。

別 刷 は 原 則 と して 作 り ませ ん 。 ど う して も別 刷 が入 用 な場 合 は 、

投 稿 の 際 に所 要 部 数 を50部 単 位 で 申 込 ん で 下 さい 。 別 刷 代 は下 記 方

式 によ り、現 金 で 納 入 して い た だ き ます 。

(郵 券 に よ る受 付 は い た しませ ん)

p:物 研 出来 上 り頁 数

x:別 刷 所 要 部 数

a:別 刷1頁 の 代 金3円

b:製 本 代(別 刷1部 にっ き)30円

別 刷 代 一(ap十b)x十 送 料

別 刷 代 金 は別 刷 を受 取 っ て か ら、1ケ 月以 内 に納 め て 下 さ い。 そ

れ よ り遅 れ た場 合 に は遅 滞 追 徴 金 を 請求 さ れ る こ とが あ ります か ら、

御 注 意 下 さ い。

原 稿 締切 日は 毎 月10日 で 原 則 と じて次 月発 行 誌 に掲 載 さ れ ます 。
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ニ ユ ー ス

〔東京大学理学部〕

○博士論文題目

RigorousResultsonRandomSpinSystemswithCompetingInteractions"

西 森 秀 稔(鈴 木M研)

〔名古屋大学〕

○研究会

・7月3日 非線形 問題研究会

第10回 カルマン渦列 のコヒー レン トな構造―

松井辰弥氏(名 城大 ・理工)

最 近,混 合 層mixinglayer等 の コ ヒー レ ン トな構 造 と して,渦 の 合 体vortexpair-

ingの 現 象 が 見 出 され て い る。 円 柱 の 後 の 流 れ に 生 ず る カ ル マ ン渦 列 に お い て も 渦 の

合体 による再組織化 が起 り,第2次 カルマ ン渦列 が生ずる。 この渦の非線形干渉 によ

るコ ヒー レン トな現象 を実験的に詳細 に述 べ る。

○講 演 会

・6月3日"液 晶 の 強 誘 電 性 及 びflexoelectricityの 現 象 論 と ミク ロな解 釈 につ い て"

Dr.S.A.Pikin(ソ 連 科 学 ア カ デ ミ ー)

o応 物 談 話 会

・5月29日"円 管 流 のlateralmigration"

橋 本 英 典 氏(東 大 理 学 部 物 理)

o物 性 理 論 コ ロ キ ウム

・6月10日"AnormalousTemperature-DependenceofMagnetizationinLay一

eredSystemofX-Ymodel"

伊 藤 正 和 氏
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プ レプ リン ト案 内

〔京都大学基礎物理学研究所〕

8-1

8-2

8-3

8-4

8-5

8-6

8-7

8-8

8-9

K.Vlad6randA.Zawadowski(Budapest,KFKI-1981-33)

TheoryofResonantElectronScatteringinAmorphousMetals

I.A.Vakarchuk,Yu.K.RudavskyandG.V.Ponedilock

(Kiev,MTΦ 一80-135P)

AMicroscopicTheoryoftheLiquidStateofaMagneticAtom

System(R)

1.V.StasyukandA.M.Pope1(Kiev,隔TΦ 一80-134P)

OnaTheoryofRefractingPropertiesofHydrogen-Bond

KH2PO4一 丁yp・F・rr・elect・i・ ・i・th・T・a・sp・ ・enceR・gi・n(R)

1.R.Yukhnovsky,1.1.KurylyakandE.N.Sovyak

(Kiev,図TΦ 一80-128P)

TheDimensionalEffectoftheIonPooringintheElectrolyte

SolutioninTransitThroughthePorous卜4embrane(R)

M。V.VavrukhandV.B.Solovyan(Kiev,LtlTΦ 一80-139P)

BoundStatesofElectronsonProtonsinaDegenerated

EIectronGasMedium(R)

D.Ya.PetrinaandA.1。Pilyavsky(Kiev,レITΦ 一80-141P)

OntheElectrostaticFieldPotentialofaSystemofCharged

ParticlesandtheDynamicMembrane(R)

VoHongAnh(Dubna,E17-81-60)

OntheProblemofNeutronSpectroscopyofParametrically

NonequilibriumQuasiparticlesinSolids.1.Neutron

InelasticScatteringonPolaritonsintheParametric

ResonanceConditions

V.K.FedyaninandD.Mihalache(Dubna,E17-81-121)

StronglyNonlinearSurfacePolaritons

NguyenTang(Dubna,P17-81-128)

TheGeneralizationofFluctuation・-DissipationTheorem(R)
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8-10

8-11

8-12

8-13

8-14

8-15

8-16

8-17

8-18

8-19

8-20

プ レ プ リ ン ト案 内

NguyenTang(Dubna,P17-81―129)

LawsofConservationinStatisticalMechanics(R)

NguyenTang(Dubna,Pl7-・81-127)

BalanceEquationsforSystemofChargedParticlesin

ElectromagneticField(R)

J.M.Rangelov(Dubna,Pl7-81-132)

TheInfluenceofExchangeInteractionbetweenCollectivized

ValenceElectronsonMetalDielectricPermeability(R)

N.N.BogolubovandN.N.Bogolubov(Jr.)(Dubna,P17-81-65)

AspectsofthePolaronTheory(R)

YoshikazuSuzumuraandA.D.S.Nagi(Waterloo)

EffectofaHomogeneousMagneticFieldonAntiferromagnetic

Superconductors

YoshikazuSuzumuraandA.D.S.Nagi(Waterloo)

TheGroundStateofanAntiferromagneticSuperconductor

inthePresenceofaHomogeneousMagneticField

M.Budzinskyetal.(Dubna,P14-81-177)

InvestigationofHyperfineMagneticFieldsonHostsImpurity

NucleiofSminFeandNi(R)

V.L.Aksyonov,V.SikoraandT。Frauencheim(Dubna,P17-81-179

M・gneti・St・ ・ct・ ・eandL・tticeD・f・ ・m・ti・ ・i・UO2(R)

C.RodriguezandV.K.Fedyanin(Dubna;P17-81-169)

OnTemperatureDependenceofPolaronEffectiveMassin

ExperimentsonCyclotronResonance(R)

HajimeTakayamaandKohWada

StatisticalMechanicsofthelDSine-GordonSystem.1.

PhononFreeEnergyandBreatherProblem

J.Bellissard,A.Formoso,R.LimaandD.Testard

(C.N.R.S.,CPT-81/P。1286)

AQuasiPeriodicInteractionwithaMeta1-Insulator

Transition
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プ レプ リン ト案 内

8-21V.A.Zagrebnov(Dubna,P5-81-181)

SpectralPropertiesofKirkwood-SalsburgandKirkwood-Ruelle

Operators(R)

8-22YoshikiKuramotoandShinjiKoga(Kyoto,RIFP-440)

TurbulizedRotatingChemicalWaves

8-23NorioKawakamiandAyaoOkiji

ExactExpressionofGy℃undStateEnergyforSymmetrlc

AndersonModel

8-24D.B.Abraham(CERN,Ref.丁H.3100-CERN)

BindingofaDomainWallinthePIanarIsingFerromagnet

(R):Russian
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編 集 後 記

この ところ不順 な気候 の年 が続 く中で,今 年は冬 も厳 しく梅雨 は典型的な もので あ り,よ う

や く梅雨明 けとなれば今度 は一転,暑 い夏 とな りま した。京都 は祇園祭の宵 山,山 鉾巡行が近

づ きま したが,そ の数 目前 に梅 雨が明 けるの も久 し振 りのことです。

物性研究 も研究会報 告,MC論 文 の掲載 が一段落 し,ま た薄着の夏 がや ってきました。今年

は多数 の投稿によ り,こ れ だけは厚着の夏 となることを期 待 してお ります。

本誌4月 号の後記 にあ ります よ うに,科 研費の総合研究(A)の 報告書 を本誌 に掲載 して もら

えないか とい うこ とを考えてお ります。その実現のための問題点 と しては,費 用 と印刷期限の

ことがあげ られます。今回の編集会議 では,印 刷期限 のことにつ いて議論が行 われ,こ れ は何

とか 目処 がつ きそ うである とい う結論 にな りました。何 とか実現 にこぎっけたい と思います。

また,毎 月の刊行遅 れにつ いて も抜本的な対策 によ り完 全に解消するよ うに と努力 してお り

ます。期 日通 りの刊行 が,情 報提供誌 の第一 にみたす べき条件 とは思 いますが,こ の点 ではこ

のところ皆様に御迷惑 をおか け してお ります。 この解消 によ り,一 段 と活発 な投稿,愛 読 の輪

が広 が るこ とを期待 してお ります。

(T.T.)

発行人

印刷所

発行所

物 性 研 究

第36巻 第5号

1981年8月20日 発行

長 岡 洋 介

京都 市 左 京 区 北 白川追分 町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内

昭 和 堂 印 刷 所

京都市左京区百万辺交叉点上ル東側

TEL(075)721-4541～3

物 性 研 究 刊 行 会

京 都 市 左 京 区 北 白川 追 分 町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内

定価 年8,760円
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講読規定

個 人 講 読

1.会 費:当 会 の 会 費 は前 納 制 を とっ て い ます 。 した が って 、3月 末 ま

で に な るべ く1年 間分 会 費 を御 支 払 い下 さい 。

な お 新 規 講 読 お 申込 み の場 合 は下 記 の 会 費 以 外 に入 会 金 と し

て 、100円 お支 払 い下 さい 。

1年 間 の 会 費

1stvolume2,340円

2ndv◎lume2,340円

計4.680円

(1年 分 ま とめ て お支 払 い が 困 難 の 向 きは1volume分 ず っ

で も結 構 で す)

2.支 払 い の 際 の注 意:な る べ く振 替 用 紙 を御 利 用 の 上 御 納 入 下 さ い。

(振 替貯 金 口座 京 都5312)

なお通信欄 に送金内容を必ず明記 して下さい。

雑誌購読者以外の代理人が購読料 を送金される場合、必ず購読者

本 人 の 名 前 を明 記 して 下 さい。

3.誌 代 の支 払 遅 滞 の場 合:当 会 の原 則 と して は 、正 当 な理 由 な く2

V。ls.以 上 の誌 代 を滞納 さ れ た場 合 に は 、 送 本 を停 止 す る こ と に な っ

て い ます の で 御 留 意 下 さい 。

4.一 括 送 本 を 受 け る場 合:個 人購 読 中 に 大 学 等 で 一 括 配 布 を受 け る

様 に な っ た場 合 は 、必 ず 「個 人 購 読 中止 、 一 括 配 布 希 望 」 の 通 知 を

して 下 さ い 。 逆 の 場 合 も同 様 で す 。

5.送 本 先 変 更 の 場 合:住 所 、 勤 務 先 の 変 更 等 送 本 先 が 変 っ た場 合 は、

必 ず送 本 先 変 更 届 を提 出 して 下 さい。

学 校 、 研 究 所 等 機 関 購 読

1.会 費:学 校 ・研 究 所 等 で の 購 読 及 び個 人 で あ っ て も 公 費 払 い の と

きは機 関 会 員 とみ な し、代 金 は、1冊730円 、1VoL4.380円 、 年

間8,760円 で す 。 こ の場 合 、 入 会 金 は不 用 で す 。 学 校 、研 究 所 の 会

費 の支 払 い は後 払 いで も結 構 で す 。 しか し購 読 申込 み を され る時 に

支 払 い に必 要 な請 求 、 見 積 、納 品書 各 何 通 必 要 なの か を お 知 らせ 下

さい。

な お 、 当 会 の 請 求 書 類 で は 支 払 い がで きな い様 で した ら、 貴 校 、

貴 研 究 機 関 の請 求 書 類 を送 付 して下 さい。

2.送 本 中 止 の場 合 の 連 絡:発 行 途 上 に あ るvolumeの 購読 途 中 中止

は認 め られ ま せ ん 。 購 読 中 止 され る場 合 に は 、1ケ 月前 ぐ ら い に 中

止 時 期 を 明 記 して 「購 読 中止 届 」 を送 付 して下 さ い。

雑 誌未 着 の 場 合,発 行 日 よ り6ケ 月以 内 に 当 会 まで ご連 絡 下 さい 。
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